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同
窓
会
誌
「
翔
」

第
八
号
の
発
刊
に
つ

き
ま
し
て
、
心
よ
り

お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
全
国
で
、
い

や
世
界
で
活
躍
す
る

同
窓
生
の
皆
様
方
に
、
在
校
生
と
教
職
員
を
代
表

し
て
賞
賛
と
賛
辞
を
送
り
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ

り
同
窓
会
活
動
お
よ
び
本
校
の
教
育
活
動
に
つ
き

ま
し
て
、
ご
支
援
と
ご
声
援
を
い
た
だ
き
ま
す
こ

と
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
同
窓
会
（
生
）
が
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
日
常
の
学
校
の
教
育
活
動
の
中
に
、
参
画
で
き

る
か
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
よ

そ
次
の
よ
う
な
順
序
で
実
施
さ
れ
る
場
合
が
多
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

１
．�

部
活
動
に
お
け
る
生
徒
の
指
導
手
伝
い
、

放
課
後
学
習
教
室
な
ど
の
運
営
と
支
援

　

２
．�

道
徳
・
特
別
活
動
・
総
合
的
な
学
習
の
時

間
な
ど
の
協
動
的
運
営

　

３
．�

学
校
や
学
年
の
体
育
的
・
文
化
的
な
行
事

の
運
営
支
援

　

４
．
教
科
の
授
業
へ
の
参
画

　

こ
の
順
番
は
、
お
お
む
ね
外
部
の
方
々
が
学
校

に
入
り
や
す
い
順
と
な
り
ま
す
。

　

１
は
、
部
活
動
指
導
の
支
援
や
放
課
後
、
土
曜

日
な
ど
の
学
習
教
室
づ
く
り
で
す
。
こ
れ
ら
は
学

校
に
も
生
徒
た
ち
に
も
、
比
較
的
抵
抗
感
も
な
く

受
け
入
れ
ら
れ
ま
す
。
部
活
動
な
ど
、
教
員
以
上

　

本
校
は
、
東
海
大

学
発
祥
の
地
、
旧
清

水
市
に
誕
生
し
、
幼

稚
園
か
ら
大
学
ま
で

の
一
貫
教
育
を
、
県

内
ま
た
全
国
に
於
い

て
も
い
ち
早
く
確
立
し
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
建

学
の
精
神
を
学
び
育
ち
、
歴
史
あ
る
静
岡
地
区
学

園
と
し
て
、
多
く
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
、
全
国

各
地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

社
会
に
貢
献
し
、
定
年
後
も
現
役
で
、
ま
た
各

地
域
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

諸
先
輩
も
多
く
、
楽
し
く
充
実
し
た
人
生
を
送
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

我
が
母
校
も
、
生
徒
・
学
校
長
を
は
じ
め
と
し

教
職
員
の
皆
さ
ん
が
、「
文
・
武
・
芸
」
の
両
立

を
目
指
し
て
日
々
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

同
窓
会
活
動
も
、
一
高
・
工
業
・
翔
洋
の
卒
業

生
が
一
丸
と
な
っ
て
、
日
々
活
動
を
続
け
て
お
り

ま
す
。

　

卒
業
生
の
数
や
歴
史
的
に
見
て
も
、
県
内
私
学

高
校
の
中
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
同
窓
会
活
動
に
参
加

し
て
下
さ
る
卒
業
生
が
少
な
く
、
十
分
な
活
動
が

出
来
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
会
長
と
し
て
、

責
任
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
何
と
し
て
も
活
性
化
す
べ
く
、
20
代

〜
30
代
の
若
い
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
呼
び
掛
け
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
る

と
共
に
、
活
動
の
魅
力
づ
く
り
に
心
が
け
、
学
校

側
と
協
力
し
て
進
め
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
成
果
を

出
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
同
窓
会
を
活
性
化
す
る
事
は
、
学
校
を

育
て
、
ひ
い
て
は
新
入
生
増
に
結
び
付
く
要
因
に

な
り
得
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
為
に
も
、

会
運
営
・
活
動
へ
の
ご
意
見
・
ご
批
判
等
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
有
難
い
で
す
。

　

二
十
五
年
度
の
活
動
は
、
毎
年
続
け
て
来
た
、

学
校
行
事
へ
の
参
加
・
支
援
を
中
心
に
行
っ
て
来

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
と
し
て
毎

年
行
っ
て
き
た
、
み
な
と
祭
り
へ
の
「
神
輿
」
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
「
神
輿
」
を
担

ぐ
若
い
同
窓
生
が
十
分
集
ま
ら
ず
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
期
待
が
あ
り
ま
し
た
が
、
断
念
せ
ざ
る
を
得

ず
、
大
変
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

二
十
六
年
度
は
、
早
め
に
準
備
に
取
り
組
み
、

若
い
同
窓
生
に
喜
ん
で
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

呼
び
掛
け
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
同
窓
生
の
皆
様
に
ご
理
解
い
た
だ
け
ま

に
専
門
的
な
技
能
が
あ
れ
ば
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

放
課
後
の
学
習
や
指
導
の
側
面
か
ら
援
助
す
る
こ

と
な
ど
は
、
同
窓
生
の
大
学
生
や
地
域
の
同
窓
生

に
お
願
い
で
き
ま
す
。
実
際
に
、
実
施
す
れ
ば
、

子
供
た
ち
や
保
護
者
、
教
員
か
ら
も
感
謝
さ
れ
ま

す
し
、一
定
の
効
力
感
も
得
ら
れ
ま
す
。
初
め
は「
お

手
伝
い
」
感
覚
で
も
、
や
が
て
そ
れ
に
よ
っ
て
学
校

を
理
解
し
、運
営
参
画
へ
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
学
校
側
、
特
に
部
活
動
顧
問
や
担
当

教
員
と
の
合
意
形
成
は
当
然
な
が
ら
必
要
で
す

し
、
危
機
管
理
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

２
は
、
ど
こ
の
学
校
で
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
千
差
万
別
、
ま
さ
に
学
校
の
特
色
と

し
て
機
能
し
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
環

境
教
育
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
心
の
教
育
な
ど
、
そ

の
学
校
独
自
の
取
り
組
み
状
況
が
反
映
さ
れ
ま
す
。

学
校
で
は
同
窓
会
の
紹
介
や
人
づ
て
の
情
報
を
通

し
て
常
に
外
部
講
師
を
探
し
て
い
ま
す
。
学
校
の

教
育
の
方
向
性
と
一
致
す
れ
ば
、
同
窓
生
や
保
護

者
の
方
々
に
専
門
領
域
の
講
師
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
学
校
に
よ
っ
て
は
、独
自
の
「
人
材
バ
ン
ク
」

な
ど
も
同
窓
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
支
援
の
も
と
、
設
置

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
何
か
得
意
な
分
野
や
専
門
性

の
高
い
資
格
な
ど
を
お
持
ち
の
同
窓
生
の
方
に
は
、

学
校
へ
の
登
録
を
積
極
的
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
土
曜
日
に
こ
う
し

た
授
業
が
地
域
公
開
型
で
開
催
さ
れ
る
場
合
が
多

く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
平
日
に

勤
務
が
あ
る
同
窓
生
や
保
護
者
に
も
お
願
い
で
き

ま
す
。
こ
こ
で
発
揮
さ
れ
る
外
部
の
方
々
の
専
門

性
は
、
生
徒
に
と
っ
て
、
教
員
と
は
別
の
指
導
を

可
能
と
し
、
地
域
の
学
校
力
の
充
実
に
も
寄
与
す

る
こ
と
大
で
す
。
ま
た
こ
れ
は
、
地
域
の
文
化
拠

点
と
し
て
の
学
校
の
あ
り
方
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
多
く
の
同
窓
生
に
外
部
講
師
の
登
録
を
し
て

い
た
だ
き
、
特
色
あ
る
学
校
運
営
や
地
域
に
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
と
と
も
に
、
学
校
拠
点
型
の
新

た
な
社
会
教
育
に
つ
な
が
る
学
校
づ
く
り
に
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第８号
（発行）
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東
海
大
学
付
属
翔
洋
高
等
学
校　

同
窓
会
会
長

　

林　

芳
久
仁

校
長　

高
橋　

信
由

す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

活
動
の
活
性
化
は
、
皆
様
の
ご
協
力
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。

　

重
ね
て
、
活
動
費
の
一
部
（
維
持
費
）
へ
の
ご

協
力
も
、
引
き
続
き
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

同
窓
会
活
動
の
活
発
化
を
目
指
す

「
学
校
と
関
わ
る
四
つ
の
手
だ
て
」
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三
重
県
桑
名
体
育
館

　
・
高
校
男
子
個
人
形　

山
下　

景
秀（
2
年
）

5
位

　

日
本
空
手
東
海
北
信
越
大
会

　

5
月
12
日

　

岡
崎
中
央
総
合
公
園
体
育
館

　
・
高
校
女
子
個
人
形　

坂
下
く
る
み（
2
年
）

優
勝

　

静
岡
県
空
手
道
選
手
権
大
会

　

5
月
26
日

　

静
岡
県
武
道
館

　
・
高
校
男
子
個
人
形　

山
下　

景
秀（
2
年
）

3
位

　

東
海
空
手
道
選
手
権
大
会（
ミ
ニ
国
体
）

　

7
月
7
日

　

静
岡
県
武
道
館

　
・
高
校
男
子
個
人
形　

山
下　

景
秀（
2
年
）

準
優
勝

　

日
本
松
涛
連
盟
全
国
大
会

　

7
月
27
日

　

代
々
木
第
二
体
育
館

　
・
高
校
女
子
個
人
形　

坂
下
く
る
み（
2
年
）

優
勝

　

日
本
松
涛
連
盟
世
界
大
会

　

7
月
28
日

　

代
々
木
第
二
体
育
館

　
・
高
校
女
子
個
人
形　

坂
下
く
る
み（
2
年
）

準
優
勝

　

全
日
本
空
手
道
連
盟
和
道
会
全
国
大
会

　

8
月
18
日

　

日
本
武
道
館

　
・
高
校
女
子
個
人
形　

鈴
木　

美
晴（
3
年
）

優
勝

　
・
少
年
女
子
個
人
組
手　

橋
村
さ
く
ら（
2
年
）

3
位

　

第
11
回
金
太
郎
空
手
道
親
善
大
会

　

9
月
28
日

　

静
岡
県
武
道
館

　
・
高
校
以
上
形
の
部　

山
下　

景
秀（
2
年
）

優
勝

●
女
子
サ
ッ
カ
ー
部

　

静
岡
県
高
校
総
合
体
育
大
会

　

4
月
27
日

　

吉
原
高
校

　

本
校
0
対
6
藤
枝
西

　

4
月
29
日

　

蛇
塚
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

本
校
0
対
2
清
水
南

　

5
月
3
日

　

草
薙
陸
上
競
技
場

　

本
校
0
対
5
静
岡
大
成

　

5
月
11
日

　

吉
田
高
校

　

本
校
0
対
4
吉
原

　

5
月
12
日

　

吉
田
高
校

　

本
校
2
対
0
榛
原　

予
選
リ
ー
グ
敗
退

●
男
子
サ
ッ
カ
ー
部

　

静
岡
県
高
校
総
合
体
育
大
会

　

5
月
18
日

　

浜
松
海
浜
公
園

　

2
回
戦

　

本
校
1
対
0
浜
松
湖
東

　

3
回
戦

　

本
校
1
対
1（
P
K
3
対
4
）藤
枝
明
誠

敗
退

●
卓
球
部

　

静
岡
県
高
校
総
合
体
育
大
会

　

5
月
25
日

　

静
岡
市
北
部
体
育
館

　
・
団
体
戦　

1
回
戦
敗
退

海
野　

晃
司（
3
年
）╱
菊
田　

知
寿（
3
年
）

南
原　

史
法（
3
年
）╱
魚
崎　

洋
輔（
3
年
）

狩
野
遼
太
郎（
3
年
）

　

タ
イ
国
際
卓
球
選
手
権
大
会

　

8
月
2
日
〜
7
日

　

タ
イ
バ
ン
コ
ク
市

　
・
男
子
団
体　

2
位

　
・
シ
ン
グ
ル
ス　

土
井
康
太
郎（
3
年
）ベ
ス
ト
６

　

全
国
オ
ー
プ
ン
身
体
障
が
い
者

愛
知
ふ
れ
あ
い
卓
球
大
会

　

8
月
18
日

　

名
古
屋
市
天
日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

土
井
康
太
郎（
3
年
）

優
勝

　
・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

土
井
健
太
郎（
3
年
）

3
位

　

国
際
ク
ラ
ス
別
肢
体
不
自
由
者
卓
球
選
手
権

　

11
月
16
日
・
17
日

　

大
阪
市
舞
洲
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
・
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

土
井
康
太
郎（
3
年
）

優
勝

　
・
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

準
優
勝

土
井
健
太
郎（
3
年
）╱
土
井
康
太
郎（
3
年
）

●
男
子
バ
レ
ー
部

　

静
岡
県
高
校
総
合
体
育
大
会

　

5
月
11
日

　

静
岡
市
東
部
体
育
館

　

本
校
0
対
2
大
井
川　

1
回
戦
敗
退

　

静
岡
県
中
部
地
区
大
会

　

9
月
7
日

　

静
岡
県
立
藤
枝
東
高
等
学
校

　
1
回
戦

　
本
校
2
対
0
静
岡
北

　
2
回
戦

　
本
校
0
対
2
静
岡
市
立

　
順
位
戦

　
本
校
2
対
0
藤
枝
東

　
本
校
1
対
2
静
岡

　
本
校
2
対
0
静
岡
東

●
女
子
バ
レ
ー
部

　

静
岡
県
高
校
総
合
体
育
大
会

　

5
月
11
日

　

静
岡
県
立
武
道
館

　

本
校
1
対
2
常
葉
橘　

2
回
戦
敗
退

●
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

静
岡
県
高
校
総
合
体
育
大
会

　

5
月
25
日

　
・
団
体
戦　

1
回
戦
敗
退

草
薙
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

県
大
会　

本
校
0
対
3
富
士
見

清
水　

美
宥（
3
年
）╱
岩
崎　

聖
香（
3
年
）

北
村　

成
美（
2
年
）╱
草
ヶ
谷　

萌（
2
年
）

高
橋
麻
里
奈（
2
年
）╱
大
谷
沙
矢
香（
2
年
）

矢
部
紗
希
菜（
2
年
）

●
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

　

静
岡
県
高
校
総
合
体
育
大
会

　

5
月
18
・
19
日

　

沼
津
市
民
体
育
館

　

飯
塚　

嵩
羅（
3
年
）3
位

●
ラ
グ
ビ
ー
部

　

静
岡
県
高
校
総
合
体
育
大
会

　

4
月
21
日

　

東
海
大
翔
洋
高
校

　

本
校
59
対
0
焼
津
水
産

部
活
動
報
告

部
活
動
報
告

●
陸
上
競
技
部

　

静
岡
県
高
校
総
合
体
育
大
会

　

5
月
24
日
〜
26
日

　

エ
コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム

　
・�

男
子
4
×
100
ｍ
R　

41
秒
26　

優
勝

土
屋　

祐
輝（
3
年
）╱
小
林　
　

星（
2
年
）

白
川
龍
之
介（
3
年
）╱
平
湯　

凌
也（
3
年
）

　
・�

男
子
400
ｍ　

白
川
龍
之
介（
3
年
）

48
秒
38　

3
位

　
・�

男
子
走
幅
跳　

土
屋　

祐
輝（
3
年
）

7
ｍ
27
㎝　

優
勝

　

東
海
高
校
総
合
体
育
大
会

　

6
月
21
日
〜
23
日

　

三
重
県
営
総
合
運
動
場

　
・
男
子
4
×
100
ｍ
R　

41
秒
12　

優
勝

　
・�

男
子
400
ｍ　

白
川
龍
之
介（
3
年
）

49
秒
91　

6
位

　
・
男
子
走
幅
跳　

土
屋　

祐
輝（
3
年
）

7
ｍ
23
㎝　

3
位

　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　

7
月
30
日
〜
8
月
3
日

　

大
分
銀
行
ド
ー
ム

　
・�

男
子
4
×
100
ｍ
R　

41
秒
23

土
屋　

祐
輝（
3
年
）╱
小
林　
　

星（
2
年
）

白
川
龍
之
介（
3
年
）╱
大
勝　

裕
輝（
3
年
）

鈴
木　

悠
介（
2
年
）╱
平
湯　

凌
也（
3
年
）

　
・�

男
子
400
ｍ　

白
川
龍
之
介（
3
年
）

48
秒
33　

準
決
勝
敗
退

　
・
男
子
走
幅
跳　

土
屋　

祐
輝（
3
年
）

記
録
な
し　

決
勝
進
出

●
柔
道
部

　

静
岡
県
高
校
総
合
体
育
大
会

　

5
月
25
日

　

静
岡
県
武
道
館

　
・
団
体
女
子　

3
位　

　

5
月
18
日

　

静
岡
県
武
道
館

　
・
73
㎏
級　

横
山　

稜
悟（
2
年
）優
勝

　
・
60
㎏
級　

梅
沢　

信
仁（
3
年
）2
位

　
・
57
㎏
級　

田
中　

芽
衣（
3
年
）3
位

　
・
78
㎏
級　

藁
科
悠
里
奈（
3
年
）3
位

　

東
海
高
校
総
合
体
育
大
会

　

6
月
15
・
16
日

　

名
張
市
武
道
館

　
・
女
子
団
体　

予
選
敗
退

　
・
73
㎏
級　

横
山　

稜
悟（
2
年
）予
選
敗
退

　
・
60
㎏
級　

梅
沢　

信
仁（
3
年
）予
選
敗
退

　

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

　

8
月
8
日

　

福
岡
市
民
体
育
館

　
・
73
㎏
級　

梅
沢　

信
仁（
3
年
）

3
回
戦
敗
退

　

平
成
25
年
度
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
体
重
別
選
手
権

　

県
予
選

　

6
月
9
日

　

静
岡
県
武
道
館

　
・
81
㎏
級　

山
田　

知
輝（
2
年
）優
勝

　
・
70
㎏
級　

遠
田　

真
子（
2
年
）優
勝

　

東
海
予
選

　

7
月
6
日

　

三
重
県
名
張
市
武
道
交
流
館

　
・
81
㎏
級　

山
田　

知
輝（
2
年
）敗
退

　
・
70
㎏
級　

遠
田　

真
子（
2
年
）優
勝

　

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

　

9
月
7
・
8
日

　

埼
玉
県
立
武
道
館

　
・
70
㎏
級　

遠
田　

真
子（
2
年
）出
場

●
剣
道
部

　

静
岡
県
高
校
総
合
体
育
大
会

　

6
月
2
日

　

静
岡
県
武
道
館

　
・
団
体
戦　

4
位

　

東
海
高
校
総
合
体
育
大
会

　

6
月
15
・
16
日

　

三
重
県
営
鈴
鹿
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
体
育
館

　
・
団
体
戦　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

1
回
戦
敗
退

佐
野　

尊
法（
2
年
）╱
定
岡　
　

礼（
1
年
）

深
見　

一
貴（
3
年
）╱
村
川
怜
太
郎（
3
年
）

森　
　

捷
馬（
2
年
）╱
金
澤　

拓
斗（
2
年
）

小
林　

主
季（
2
年
）

●
空
手
部

　

静
岡
県
高
校
総
合
体
育
大
会

　

5
月
6
日

　

静
岡
県
武
道
館

　
・
高
校
男
子
個
人
形　

山
下　

景
秀（
2
年
）

3
位

　

東
海
高
校
総
合
体
育
大
会

　

6
月
6
・
7
日
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5
月
5
日

　

科
学
技
術
高
校

　

本
校
71
対
5
合
同　

予
選
リ
ー
グ
1
位
通
過

　

5
月
19
日

　

東
海
大
翔
洋
高
校

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
1
回
戦

　

本
校
31
対
31
浜
松
工
業（
ト
ラ
イ
数
負
）

ベ
ス
ト
8

●
女
子
ラ
グ
ビ
ー
部

　

全
国
高
等
学
校
選
抜
女
子

セ
ブ
ン
ズ
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

4
月
5
日

　

熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園
熊
谷
ラ
グ
ビ
ー
場

　

予
選

　

本
校
0
対
34
福
岡
レ
デ
ィ
ー
ス

　

本
校
39
対
7
東
北
・
北
信
越
選
抜

予
選
2
位
通
過

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト（
ボ
ウ
ル
）

　

1
回
戦

　

本
校
35
対
0
北
海
道
・
京
都
合
同

　

決
勝

　

本
校
0
対
26
南
九
州
選
抜　

準
優
勝

●
自
転
車
競
技
部

　

静
岡
県
高
校
総
合
体
育
大
会

　

5
月
11
日
・
12
日

　

静
岡
競
輪
場

　
・
競
輪
競
技
予
選　

櫻
井　

智
生（
2
年
）

4
位
敗
退

　
・
競
輪
競
技
予
選　

千
葉　

喜
一（
3
年
）

3
位
敗
退

　

チ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
ト
決
勝　

1
分
33
秒
98

4
位

櫻
井　

友
生（
2
年
）╱
千
葉　

喜
一（
3
年
）

増
田　

弘
誠（
2
年
）

●
弓
道
部

　

静
岡
県
高
校
総
合
体
育
大
会
中
部
地
区
予
選

　

4
月
28
日

　

県
武
道
館

　
・
女
子
個
人
戦　

望
月　

み
の
り（
3
年
）

中
部
6
位

●
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部

　

全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手
権
大
会

　

2
0
1
3　

東
海
大
会

　

6
月
8
・
9
日

　

名
古
屋
市
稲
泳
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
・
シ
ョ
ー
ト
フ
ラ
ッ
グ
部
門　

優
勝

全
国
大
会
出
場

　
・
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
部
門　

優
勝

全
国
大
会
出
場

　

全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手
権
大
会

2
0
1
3

　

8
月
10
・
11
日

　

東
京
体
育
館

　
・
シ
ョ
ー
ト
フ
ラ
ッ
グ
部
門　

4
位

　
・
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
部
門　

優
勝 

M
iss D

ance D
rill Team

 
International in U

SA
 2
0
1
4
 

出
場
決
定

　
School&

college Com
petition2013

　

8
月
25
日

　

駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運
動
場
体
育
館

　
・Song/Pom

部
門　

高
校
編
成 

Interm
ediate　

準
優
勝

●
野
球
部

　

全
国
高
等
学
校
野
球
静
岡
県
大
会

　

7
月
13
日
〜
27
日

　

草
薙
球
場

　

1
回
戦

　

本
校
12
対
2
島
田
高
校　

6
回
コ
ー
ル
ド

　

2
回
戦

　

本
校
9
対
1
浜
松
大
平
台　

7
回
コ
ー
ル
ド

　

3
回
戦

　

本
校
9
対
2
掛
川
西　

8
回
コ
ー
ル
ド

　

4
回
戦

　

本
校
5
対
2
常
葉
橘

　

準
々
決
勝

　

本
校
9
対
0
横
須
賀

　

準
決
勝

　

本
校
2
対
8
常
葉
菊
川　

敗
退　

3
位

●
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

中
部
選
手
権
予
選
リ
ー
グ

　

9
月
7
日
〜
8
日

　

榛
原
高
校

　

予
選

　

本
校
65
対
52
相
良

　

本
校
50
対
63
榛
原

　

本
校
63
対
42
常
葉
橘　

予
選
リ
ー
グ
2
位
通
過

中
部
選
手
権
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

●
吹
奏
楽
部

　

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
中
部
大
会

　

8
月
4
日

　

高
等
学
校
B
編
成　

金
賞

　

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会

　

8
月
10
日

　

高
等
学
校
B
編
成　

銀
賞

●
広
報
部

　

県
高
等
学
校
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

光
村　

一
帆（
3
年
）優
秀
賞

　

第
37
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　

7
月
31
日
〜
8
月
4
日

　

長
崎
県

　
・
写
真
部
門　

光
村　

一
帆（
3
年
）奨
励
賞

●
放
送
部

　

N
H
K
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

　

7
月
23
日
〜
25
日

　

東
京
代
々
木
青
少
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　
・
朗
読
部
門　

神
谷　

有
咲（
３
年
）出
場

●
情
報
処
理
研
究
部

　

第
2
回O

ne M
inute Video

コ
ン
テ
ス
ト

　

8
月
2
日

　

日
本
ユ
ニ
セ
フ
本
部

　
・
薬
師
寺
大
翼（
2
年
）入
賞

　
・
山
田　

瑞
紀（
2
年
）入
賞

　
・
溝
口　

直
希（
2
年
）入
賞

　
・
小
島　

涼
菜（
2
年
）入
賞

●
馬
術
部（
外
部
）

　

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
障
害
馬
術
大
会
2
0
1
3

　

ジ
ュ
ニ
ア
ラ
イ
ダ
ー
選
手
権

　

8
月
2
日
〜
4
日

　

山
梨
県
馬
術
場

　
・
ピ
ー
チ
ブ
ロ
ッ
サ
ム
号

藤
本
花
乃
子（
3
年
）3
位

　

ド
イ
ツ
の
大
会

　

H
oldorf

　
・
ハ
ン
タ
ー
シ
ー
ト　

2
位

　
・
チ
ー
ム
競
技　

4
位

　

昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
「
第
４
回

国
際
ク
ラ
ス
別
肢
体
不
自
由
者
卓
球

選
手
権
」
の
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
で
３

位
に
入
賞
し
、
今
年
度
の
国
際
大
会

へ
の
出
場
資
格
を
得
た
土
井
康
太
郎

君
は
、
８
月
２
日
か
ら
７
日
ま
で
タ

イ
・
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
肢
体

不
自
由
者
卓
球
の
国
際
大
会
「
タ
イ

オ
ー
プ
ン
卓
球
選
手
権
大
会
」
の
団

体
戦
で
、
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま

し
た
。
シ
ン
グ
ル
ス
４
試
合
、
ダ
ブ

ル
ス
１
試
合
で
争
う
団
体
戦
に
中
出

将
男
選
手
と
の
ペ
ア
で
出
場
し
、
予

選
を
２
位
で
通
過
し
ま
し
た
。
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
、
初
戦
で
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
３
─
１
、
準
決
勝
で
タ

イ
に
３
─
２
で
勝
利
し
、
決
勝
戦
で

は
エ
ジ
プ
ト
と
対
戦
し
、
ダ
ブ
ル
ス

は
勝
利
し
た
も
の
の
、
シ
ン
グ
ル
ス

３
試
合
を
取
ら
れ
１
─
３
で
惜
し
く

も
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、「
第
４
回
国
際
ク
ラ
ス
別

肢
体
不
自
由
者
卓
球
選
手
権
」
で
は

康
太
郎
君
は
双
子
の
兄
・
健
太
郎

君
（
翔
洋
高
３
年
）
と
組
ん
だ
ダ
ブ

ル
ス
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
ま

す
。

　

二
人
は
東
海
大
学
に
進
学
後
も
卓

球
を
続
け
、「
２
０
１
６
年
に
ブ
ラ

ジ
ル
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
催

さ
れ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま

す
。

リ
オ
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す

卓
球
の
土
井
兄
弟

『
康
太
郎
君
は
国
際
大
会
で
銀
メ
ダ
ル
』
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私
た
ち
チ
ア
リ
ー
ダ
部
は
、
今

年
の
夏
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
経

験
を
し
ま
し
た
。
８
月
10
日
・
11

日
に
東
京
体
育
館
で
行
わ
れ
た
、

全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選

手
権
大
会
２
０
１
３
に
お
い
て
、

ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
部
門
ミ
デ
ィ
ア

ム
編
成
で
第
1
位
を
獲
得
し
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
結
果
に
よ
り
ア

ジ
ア
の
国
々
が
出
場
す
る
ア
ジ
ア

オ
ー
プ
ン
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
選

手
権
に
も
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
で
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ダ

ン
ス
ド
リ
ル
選
手
権
で
第
1
位
に

輝
く
の
は
、
部
の
創
立
以
来
初
め

て
で
す
。
同
じ
部
門
に
は
優
勝
常

連
校
も
出
場
し
て
い
ま
し
た
。
3

月
に
行
わ
れ
ま
し
た
Ｕ
Ｓ
Ａ
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ズ
で
は
、
予
選
を
3

位
で
通
過
し
決
勝
に
進
ん
だ
も

の
の
入
賞
も
で
き
な
い
と
い
う

結
果
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
以
来
、
そ
の
時
の
ラ
イ
バ

ル
を
意
識
し
て
毎
日
の
練
習

に
励
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
6

月
の
東
海
大
会
予
選
を
1
位

で
勝
ち
抜
い
て
全
国
大
会
に

進
む
こ
と
が
で
き
念
願
が
叶

い
ま
し
た
。「
本
当
に
頑
張
っ

て
き
て
良
か
っ
た
。
翔
洋
の

チ
ア
リ
ー
ダ
部
に
入
っ
て
良

か
っ
た
。」
と
心
か
ら
感
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
一
緒
に
こ

の
部
門
に
出
場
し
た
14
人
の

メ
ン
バ
ー
と
、
応
援
し
て
く

れ
た
５
人
の
１
年
生
。
支
え

■
進
路
状
況
■
■
■
■

　

本
校
の
進
路
指
導
は
東
海
大
学
学
園

の
一
貫
教
育
シ
ス
テ
ム
を
活
か
し
、
東

海
大
学
へ
の
推
薦
入
学
80
％
以
上
を
目

指
す
と
と
も
に
、
国
公
立
大
学
や
私
立

他
大
学
へ
の
進
学
、
留
学
、
専
門
学
校

へ
の
進
学
や
就
職
な
ど
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
希
望
や
適
性
に
合
っ
た
進
路
指

導
と
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
二
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況

は
大
学
進
学
84.1
％
（
東
海
大
学
69.0
％
）、

就
職
（
4.5
％
）、
専
門
学
校
（
8.6
％
）、
そ

の
他
（
2.8
％
）
で
し
た
。

在　

籍　

245
名

・
総
合
進
学
コ
ー
ス　

222
名

・
特
別
進
学
コ
ー
ス　

23
名

◆
東
海
大
学
付
属
推
薦　

169
名　

69.0
％

　

総
合
進
学
コ
ー
ス　

168
222　

75.7
％

（　

）
内
の
数
字
は
人
数

〈
東
海
大
学
〉

文
学
部
（
27
）、
観
光
学
部
（
6
）、
政

治
経
済
学
部
（
15
）、
経
営
学
部
（
2
）、

法
学
部
（
9
）、
教
養
学
部
（
8
）、
国

際
文
化
学
部
（
10
）、
理
学
部
（
2
）、
情

報
理
工
学
部
（
3
）、
情
報
通
信
学
部

（
3
）、工
学
部
（
20
）、基
盤
工
学
部
（
3
）、

海
洋
学
部
（
19
）、
農
学
部
（
1
）、
体

育
学
部
（
13
）、
医
学
部
（
1
）、
健
康

科
学
部
（
4
）

〈
東
海
大
学
短
期
大
学
部
（
静
岡
）〉（
22
）

〈
東
海
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
〉（
1
）

◆
他
大
学　

37
名　

15.1
％

（　

）
内
の
数
字
は
人
数

電
気
通
信
大
学
、
愛
知
教
育
大
学
、
静

岡
文
化
芸
術
大
学
、
東
京
理
科
大
学
、
中

央
大
学
、
国
士
舘
大
学
、
洗
足
学
園
音

楽
大
学
（
2
）、
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
、

国
際
武
道
大
学
、
帝
京
科
学
大
学
、
金

沢
工
業
大
学
、
静
岡
産
業
大
学
（
2
）、

愛
知
学
院
大
学
、
名
古
屋
商
科
大
学
、
東

海
学
園
大
学
、
近
畿
大
学
、
静
岡
県
立

大
学
短
期
大
学
部
（
2
）、
信
州
大
学
、

秋
田
県
立
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学
、
順

天
堂
大
学
（
2
）、
日
本
大
学
（
2
）、
拓

殖
大
学
、
共
立
女
子
大
学
、
実
践
女
子

大
学
、
帝
京
平
成
大
学
、
北
陸
大
学
、
常

葉
大
学
、
豊
橋
創
造
大
学
、
中
部
大
学
、

愛
知
東
邦
大
学
、
至
学
館
大
学

◆
専
門
学
校　

21
名　

8.6
％

（　

）
内
の
数
字
は
人
数

エ
コ
ー
ル
辻
東
京
、
バ
ン
タ
ン
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
、
専
門
学
校
日
本
ホ
テ
ル
ス

ク
ー
ル
、
横
浜
ｆ
カ
レ
ッ
ジ
（
3
）、
横

浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
、
富

士
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
学
校

（
2
）、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ド
ッ
グ
ス
ク
ー

ル
静
岡
、
静
岡
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
、
鈴

木
学
園
中
央
調
理
製
菓
専
門
学
校
静
岡

校
（
3
）、
大
原
法
律
公
務
員
専
門
学
校

静
岡
校
（
2
）、大
原
ト
ラ
ベ
ル
・
ホ
テ
ル
・

ブ
ラ
イ
ダ
ル
専
門
学
校
静
岡
校
、
ミ
ズ

モ
ト
学
園
東
海
調
理
製
菓
専
門
学
校
、
ル

ネ
サ
ン
ス
・
ペ
ッ
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
、
浜

松
医
師
会
看
護
高
等
専
修
学
校
、
ジ
ャ

パ
ン
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ

◆
就
職　

11
名　

4.5
％

ア
サ
ヒ
サ
ン
ク
リ
ー
ン
㈱
、
東
海
シ
ス

テ
ム
㈱
、
㈱
フ
ジ
環
境
サ
ー
ビ
ス
、
み

ほ
動
物
病
院
、
ア
ー
ク
引
越
セ
ン
タ
ー

㈱
、
日
本
料
理 

竹
亭
、
富
士
見
ヶ
丘
カ

ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
、
リ
ス
ト
ラ
ン
テ　

プ
リ
マ
ヴ
ェ
ー
ラ
、
大
塔
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
三
菱
電
機
㈱
、
片
岡
建
設
（
原
田
組
）

◆
そ
の
他　

7
名　

2.8
％

進
学
準
備
（
4
名
）

就
職
準
備
（
3
名
）

部 活 動 紹 介部 活 動 紹 介

これが翔洋のチア！

翔洋高校チアリーダ部部長　小清水綾乃

て
く
れ
た
家
族
、
友
達
。
何
よ
り

も
コ
ー
チ
と
顧
問
の
先
生
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
こ
れ
か

ら
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
3
年
生
が
代
表
し
て
一

言
ず
つ
述
べ
ま
す
。

・�

今
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
14
人
で

最
高
の
演
技
が
で
き
て
良
か
っ

た
で
す
。�

（
智
加
）

・�

１
位
を
目
指
し
て
き
た
の
で
と

て
も
嬉
し
く
幸
せ
で
し
た
。

（
璃
良
）

・�

ま
さ
か
の
展
開
で
ビ
ッ
ク
リ
し

た
け
ど
今
ま
で
で
一
番
嬉
し

か
っ
た
。�

（
心
）

・�

ま
さ
か
１
位
が
取
れ
る
な
ん
て

思
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
色
々
な

こ
と
を
乗
り
越
え
て
と
っ
た
１

位
は
最
高
の
宝
物
で
す
。（
杏
奈
）

・�

今
ま
で
た
く
さ
ん
練
習
し
て
き

た
成
果
が
出
せ
て
よ
か
っ
た
で

す
。�

（
汐
里
）

・�
つ
ら
く
大
変
な
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で
頑

張
っ
て
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

（
美
咲
）
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四
　
月 

　

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

高
校
・
中
等
部
合
同
入
学
式

　

学
園
基
礎
学
力
定
着
度
試
験

　

防
災
訓
練
①

　

制
服
着
こ
な
し
講
座
（
一
年
）

　

校
外
Ｈ
Ｒ
（
遠
足
）（
一
年
）

　

生
徒
健
康
診
断

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

 

五
　
月 

　

建
学
の
地
美
化
運
動

　

生
徒
総
会

　

付
属
推
薦「
小
論
文
」試
験（
三
年
）

　

前
期
中
間
試
験

 

六
　
月 

　

教
育
実
習

　

公
開
授
業
①

　

高
校
体
育
祭

　

特
別
講
演
（
三
年
）

　
「
よ
う
こ
そ
先
輩
」

　
　

デ
フ
ラ
グ
ビ
ー
倉
津　

圭
太
氏

　

湘
南
校
舎
見
学
（
一
年
）

　
沖
縄
研
修
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修（
二
年
）

　

校
外
研
修
（
遠
足
）（
三
年
）

 

七
　
月 

　

前
期
期
末
試
験

　

運
動
部
壮
行
会

　

高
校
野
球
応
援

　

特
進
山
中
湖
学
習
合
宿

　

学
オ
リ
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
（
嬬
恋
）

 

八
　
月 

　

学
オ
リ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
湘
南
）

　

翔
洋
高
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

 

九
　
月 

　

防
災
訓
練
②

　

演
劇
教
室
「
夏
の
庭
」

　

高
校
現
代
文
明
論
研
修
会
①（
一
年
）

　

前
期
終
業
式

　

六
六
．
六
km
踏
破

 

十
　
月 

　

後
期
始
業
式

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
校
内
環
境
整
備
活
動

　

後
期
中
間
試
験
①

　

建
学
記
念
式
典

　

弁
論
大
会

 

十
一
月 

　

建
学
祭

　

特
進
ハ
ワ
イ
語
学
研
修
（
二
年
）

　

学
園
高
大
連
携
総
合
試
験（
三
年
）

　

公
開
授
業
②

　
東
海
大
学
付
属
推
薦
合
格
者
集
会（
三
年
）

　

吹
奏
楽
定
期
演
奏
会

 

十
二
月 

　

バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

ド
リ
ー
ム
サ
イ
エ
ン
ス

　

後
期
中
間
試
験
②

 

一
　
月 

　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
出
発

　

東
海
大
学
学
部
説
明
会
（
二
年
）

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

　

高
校
現
代
文
明
論
研
修
会
②（
一
年
）

 

二
　
月 

　

高
校
入
学
試
験

　

後
期
期
末
試
験

　

三
送
会

 

三
　
月 

　

同
窓
会
ク
ラ
ブ
表
彰
・
入
会
式

　

卒
業
式

　

修
了
式
・
離
任
式

学
校
行
事

学
校
行
事

「
よ
う
こ
そ
先
輩
２
０
１
３
」

　

6
月
13
日
に
障
害
を
持
ち
な

が
ら
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
業
務
に

就
き
、
デ
フ
ラ
グ
ビ
ー
の
分
野

で
世
界
的
に
活
躍
す
る
全
日
本

デ
フ
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
・
キ
ャ

プ
テ
ン
の
倉
津
圭
太
氏
（
翔
洋

高
校
７
期
）
を
講
師
に
招
き
、「
夢

の
実
現
に
向
か
っ
て
」
の
演
題

で
高
校
3
年
生
を
対
象
に
し
た

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
講
演

で
は
ラ
グ
ビ
ー
と
の
出
会
い
で
、

翔
洋
の
Ｏ
Ｂ
と
し
て
後
輩
達
に

伝
え
た
い
こ
と
、
そ
し
て
自
身

の
今
後
の
夢
の
実
現
に
つ
い
て

話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

倉
津
氏
は
生
ま
れ
つ
き
先
天

性
難
聴
で
身
長
も
158
㎝
と
小
柄

な
体
格
で
し
た
が
、「
自
分
の
可

能
性
を
試
し
た
い
。」
と
い
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
心
か
ら
翔
洋
高
校

へ
の
入
学
を
き
っ
か
け
に
ラ
グ

ビ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
高
校
3

年
の
２
０
０
５
年
に
は
静
岡
県

高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会
で
優
勝
し
、

レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
花
園
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。
進
学
し
た

日
本
福
祉
大
学
で
も
ラ
グ
ビ
ー

を
続
け
、
在
学
中
に
は
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
留
学
し
、
名
門

ポ
ン
ソ
ン
ビ
ー
ク
ラ
ブ
に
所
属

し
な
が
ら
本
場
の
ラ
グ
ビ
ー
も

学
び
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、「
今
は
名

古
屋
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
に
所
属

し
て
い
る
の
で
、
去
年
よ
り
も

積
極
的
に
練
習
に
参
加
し
、
レ

ギ
ュ
ラ
ー
の
座
を
奪
い
、
全
国

大
会
に
出
場
し
て
優
勝
す
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
初
心

に
戻
っ
て
、
中
か
ら
自
分
自
身

を
変
え
て
い
き
ま
す
。」
と
抱
負

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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こ
の
度
は
、
会
報
を
通
し
て
同
窓
会
の
皆
さ
ま

や
諸
先
生
方
に
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を

い
た
だ
き
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
早
い
も
の
で

二
〇
〇
八
年
三
月
に
退
職
し
て
か
ら
五
年
半
が
過

ぎ
ま
し
た
。
退
職
直
後
は
無
職
と
い
う
状
況
に
カ

ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
も
の
で
し
た
。
生

活
の
変
化
に
慣
れ
る
ま
で
相
当
の
時
間
が
必
要
で

し
た
。
い
つ
の
間
に
か
「
先
生
暇
で
し
ょ
う
！　

毎
日
何
や
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
言
で
多
忙
な
毎
日
で
す
。

春
か
ら
秋
は
テ
ニ
ス
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流

し
、
冬
は
ス
キ
ー
の
マ
ス
タ
ー
ズ
競
技
を
転
戦
し

て
い
ま
し
た
。
競
技
は
老
体
に
は
か
な
り
刺
激
的

で
す
。
ま
た
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
五
年
半
、

ピ
ア
ノ
を
三
年
半
の
間
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
い
ま

す
。
ど
う
し
て
も
弾
き
た
い
曲
が
あ
る
の
で
頑
張

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
老
後
に
な
っ
て
身
体
が
動

か
な
く
な
っ
た
と
き
の
備
え
に
も
し
ま
す
。
畑
仕

事
に
も
か
な
り
の
時
間
を
費
や
し
ま
す
。
退
職
後

の
第
二
の
人
生
は
、
何
か
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
よ

り
感
動
や
挫
折
や
新
し
い
発
見
が
繰
り
返
し
訪
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
退
職
後
に

知
り
合
っ
た
人
々
と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
、
今

ま
で
に
は
な
か
っ
た
体
験
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。　

　

私
は
第
一
高
校
で
十
四
年
間
、
工
業
高
校
で

十
六
年
間
そ
し
て
統
合
し
た
翔
洋
高
校
で
九
年
間

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
一
高
校
に

着
任
か
ら
三
年
目
に
一
年
生
の
担
任
を
受
け
持

ち
、
三
年
後
こ
の
学
年
が
初
め
て
の
卒
業
生
と
な

り
ま
し
た
。
本
土
に
返
還
さ
れ
て
二
年
後
の
沖
縄

へ
の
研
修
旅
行
や
陸
上
部
を
担
当
し
て
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
初
出
場
と
い
う
思
い
出
深
い
年
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
学
年
を
含
め
て
卒
業
生
の
担
任
の
機
会

が
三
回
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
三
回
目
が

一
九
八
〇
年
で
す
か
ら
今
で
も
心
残
り
で
す
。
活

気
あ
る
校
風
で
懸
命
に
活
動
す
る
生
徒
の
姿
が
強

く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
迸
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
感
じ
る
時
代
で
し
た
。
三
六
歳
で
工
業
高

校
へ
転
勤
を
命
ぜ
ら
ま
し
た
。
強
く
印
象
に
残
っ

て
い
る
こ
と
は
、
朝
の
補
習
を
続
け
電
気
工
事
士

受
験
に
臨
ん
で
い
る
姿
勢
で
し
た
。
他
の
科
で
も

資
格
取
得
に
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
伝
統
の
ヨ
ッ
ト
部
や
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
部
・
野
球
部
・
軟
式
庭
球
部
な
ど
は
勿
論
の

こ
と
、
ラ
グ
ビ
ー
部
や
柔
道
部
も
全
国
レ
ベ
ル
に

な
り
、
第
一
高
校
と
も
競
い
合
い
が
続
き
ま
し
た
。

ま
た
、
工
業
系
ク
ラ
ブ
も
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残

し
ま
し
た
。
五
十
歳
に
近
づ
い
た
頃
、
両
校
が
統

合
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
も
準
備
委
員
の
一
人
と

し
て
当
初
か
ら
開
校
ま
で
携
わ
り
ま
し
た
。
開
校

恩
師
の
た
よ
り

恩
師
の
た
よ
り

「
退
職
後
の
暮
ら
し
と
回
想
」

関
口
庄
一
郎　

卒
業
生
の
た
よ
り

卒
業
生
の
た
よ
り

「
学
生
生
活
で
得
た
大
き
な
力
」

山
本　

和
哉
（
翔
洋
十
期
）

校
で
は
空
手
の
部
活
を
通
し
て
得
た
も
の
が
一
番

の
想
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
体
力
が
付

い
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
諦
め
な
い
心
」

と
「
多
く
の
友
を
持
て
た
こ
と
」
で
す
。
他
に
も

た
く
さ
ん
得
た
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
こ
の

二
つ
を
強
く
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
東
海
大
学
付
属
翔
洋
中
学
、
高
校
の
後
輩

の
皆
さ
ん
は
ま
だ
自
分
が
学
校
生
活
で
得
ら
れ
る

こ
と
を
実
感
で
き
て
い
な
い
人
も
多
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。
実
際
、
私
も
学
校
に
通
っ
て
い
る
時
に

は
実
感
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
部
活
が

辛
い
時
に
は
や
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
も
何
回
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
卒
業
し
て
か
ら
多
く
の
壁
に

ぶ
つ
か
る
こ
と
が
必
ず
あ
る
と
思
い
ま
す
。
友
人

関
係
、
就
職
活
動
、
ス
ム
ー
ズ
に
就
職
で
き
て
か

ら
も
働
い
て
い
く
中
で
も
問
題
は
出
て
き
ま
す
。

　

私
が
卒
業
し
て
か
ら
ぶ
つ
か
っ
た
一
回
目
の
大

き
な
壁
、
そ
れ
は
「
勉
強
」
で
す
。
大
半
の
友
人

が
大
学
に
進
学
す
る
中
、
私
は
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
専
門
学
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
高
校
ま
で
の
学

生
時
代
は
常
に
学
年
で
も
テ
ス
ト
の
成
績
は
良
い

方
で
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
私
が
国
家

資
格
で
あ
る
「
鍼
師
」「
灸
師
」「
按
摩
・
指
圧
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
師
」
の
資
格
を
取
得
す
る
の
は
容
易
で
は

有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
自
分
の
支
え

に
な
っ
た
の
は
部
活
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
「
諦
め

な
い
心
」で
し
た
。
朝
の
九
時
半
か
ら
夜
の
九
時
、

遅
い
時
に
は
十
一
時
位
ま
で
勉
強
を
続
け
、
そ
の

結
果
、
国
家
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
自
分
の
力
だ
け
で
合
格
し
た
の

で
は
な
く
、多
く
の
友
人
や
先
生
方
の
助
け
が
あ
っ

て
の
結
果
で
す
が
、
自
分
が
諦
め
て
し
ま
っ
て
い

た
ら
い
く
ら
友
人
や
先
生
方
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
て
も
合
格
は
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

専
門
学
校
は
埼
玉
に
あ
っ
た
の
で
東
海
大
学
や

他
の
専
門
学
校
に
進
学
し
た
友
人
と
は
会
う
機
会

は
減
り
ま
し
た
。
し
か
し
部
活
な
ど
を
通
し
て
知

り
合
っ
た
沢
山
の
友
人
が
辛
い
時
や
問
題
に
直
面

　

私
は
東
海
大
学
付
属
翔
洋
中
学
校
か
ら
高
校
ま

で
の
六
年
間
を
翔
洋
中
学
の
第
一
期
生
と
し
て
三

保
の
校
舎
で
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
多
く
の

人
た
ち
が
同
じ
授
業
を
受
け
、
同
じ
よ
う
な
生
活

を
し
ま
す
が
、
一
人
一
人
心
に
残
る
こ
と
や
成
長

は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
と
思
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動

を
通
し
て
成
長
す
る
人
や
部
活
に
入
っ
て
い
な
く

て
も
、
毎
日
の
授
業
や
個
人
で
行
っ
て
い
る
習
い

事
、
自
宅
学
習
な
ど
を
通
し
て
学
ん
で
い
く
こ
と

も
有
り
ま
す
が
、
私
の
場
合
は
中
学
で
剣
道
、
高

当
時
は
第
一
高
校
・
工
業
高
校
か
ら
移
っ
て
き
た

上
級
生
と
新
入
生
と
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ

シ
ュ
す
る
よ
う
な
校
内
生
活
で
し
た
。
特
進
コ
ー

ス
や
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
・
吹
奏
楽
コ
ー
ス
な
ど
も

特
色
で
し
た
。
や
が
て
教
員
最
後
の
年
が
訪
れ
ま

し
た
。「
も
う
一
度
甲
子
園
に
連
れ
て
行
っ
て
欲
し

い
」
と
野
球
部
員
に
お
ね
だ
り
し
ま
し
た
が
叶
わ

ず
、
お
世
話
に
な
っ
た
学
校
を
離
れ
ま
し
た
。
今
、

ペ
ン
を
と
り
な
が
ら
、
生
徒
諸
君
か
ら
学
ん
だ
こ

と
や
、
感
動
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
懐
か

し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

歴
任
し
た
三
校
は
私
に
と
っ
て
い
ず
れ
も
母
校

で
す
。
翔
洋
高
校
を
新
し
く
育
っ
て
い
く
樹
木
に

例
え
る
な
ら
ば
、
第
一
高
校
と
工
業
高
校
は
幹
の

内
に
重
な
る
年
輪
で
あ
り
根
で
も
あ
り
ま
す
。
樹

木
は
幹
と
根
の
ど
ち
ら
も
欠
く
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
。
ど
の
部
分
の
卒
業
で
あ
っ
て
も
思
い
は
同
じ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
も
卒
業
生
の

皆
さ
ま
と
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
で
翔
洋
高
校
の
発

展
や
活
躍
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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平
成
24
年
12
月
〜

　

平
成
25
年
12
月

【
一
高
】

第
1
期（
昭
和
27
年
）

天　

野　

信　

明

佐　

藤　
　
　

昇

斉　

藤　

鉄　

夫

原
川（
杉
村
）和
三
郎

渡　

辺　

一　

雄

第
2
期（
昭
和
28
年
）

渡　

辺　

勝　

司

第
4
期（
昭
和
30
年
）

水　

上　

一　

夫

第
7
期（
昭
和
33
年
）

勝　

山　

敦　

弘

第
8
期（
昭
和
34
年
）

栗　

山　
　
　

潔

第
9
期（
昭
和
35
年
）

山　

梨　

公　

良

第
10
期（
昭
和
36
年
）

稲
童
丸　
　
　

孝

高　

田　

昌　

矩

松　

本　

純　

一

第
12
期（
昭
和
38
年
）

林　
　
　

芳
久
仁

第
14
期（
昭
和
40
年
）

中　

村　

康　

雅

第
15
期（
昭
和
41
年
）

大　

房　

正　

治

谷
津（
近
藤
）京
子

萩　

田　

忠　

則

伏　

見　

順　

策

山　

崎　

健　

雄

第
17
期（
昭
和
43
年
）

数　

佐　

秀　

郎

望　

月　

敏　

正

第
18
期（
昭
和
44
年
）

井　

出　

敏　

雄

第
19
期（
昭
和
45
年
）

水　

口　

大　

助

第
21
期（
昭
和
47
年
）

正
木（
高
野
）靖
子

第
23
期（
昭
和
49
年
）

持　

丸　

英　

明

第
24
期（
昭
和
50
年
）

岩　

﨑　

充　

弘

大　

村　

秀　

之

山
田（
太
田
）陽
子

鈴　

木　

信　

也

宮　

脇　

正
之
介

望　

月　

保　

延

山　

田　

能　

敬

第
25
期（
昭
和
51
年
）

平
岡
（
遠
藤
）
薫

遠　

藤　
　
　

實

村
瀬
（
杉
山
）
明

橋　

口　

祥　

一

山　

田　

和　

典

第
26
期（
昭
和
52
年
）

伊　

藤　

晋　

哉

氏　

原　

茂　

生

柏　

原　

雅　

之

黒　

田　

義　

則

鈴　

木　

英　

之

伏　

見　

公　

年

本　

橋　

政　

俊

山　

本　
　
　

一

第
28
期（
昭
和
54
年
）

田　

沢　

誓　

旨

第
31
期（
昭
和
57
年
）

鈴
木（
上
斗
米
）由
美

第
38
期（
平
成
元
年
）

深　

澤　

恭　

徳

吉　

武　
　
　

仁

第
40
期（
平
成
3
年
）

太　

田　
　
　

充

甲　

賀　

勝　

文

芝　

川　

裕　

子

寺　

澤　
　
　

潤

堀　

川　

貴　

昭

本　

多　

俊　

雄

第
48
期（
平
成
11
年
）

堀　

場　
　
　

至

【
工
高
】

第
1
期（
昭
和
37
年
）

坪　

井　

邦　

俊

寺　

田　

政　

敏

畑　
　
　

啓　

吾

本　

橋　

勝　

朗

第
3
期（
昭
和
39
年
）

望　

月　

照　

巨

第
4
期（
昭
和
40
年
）

市　

川　

幹　

夫

鈩
（
長
島
）
泰
英

藤　

浪　

弘　

行

第
5
期（
昭
和
41
年
）

荒　

木　
　
　

茂

稲　

津　

達　

吉

小　

野　

弘　

二

藪
崎
（
田
島
）
清

山　

梨　

儀　

典

第
6
期（
昭
和
42
年
）

葊　

住　

彰　

治

第
7
期（
昭
和
43
年
）

松　

浦　

和　

夫

第
9
期（
昭
和
45
年
）

岡　

田　

静　

夫

玉　

井　

昇　

治

杉
野（
山
本
）武
與

第
10
期（
昭
和
46
年
）

秋　

本　

裕　

生

石　

川　

勝　

由

大　

場　

泰　

英

桜　

井　

孝　

俊

中　

山　

雅　

博

第
11
期（
昭
和
47
年
）

久
保
田　

正　

男

古　

本　

博　

巳

高　

田　

正　

吉

西
ケ
谷　

晴　

男

松　

浦　

祥　

時

望　

月　

秀　

彦

山　

田　

芳　

弘

第
13
期（
昭
和
49
年
）

森　

本　

人　

六

吉　

澤　

史　

裕

第
14
期（
昭
和
50
年
）

田　

中　
　
　

博

山　

田　

一　

誠

第
27
期（
昭
和
63
年
）

忍　

賀　
　
　

仁

小　

林　

一　

夫

西　

野　

隆　

一

宮　

本　

威　

信

【
翔
洋
高
】

第
1
期（
平
成
12
年
）

鈴　

木　

啓　

太

望　

月　

一　

洋

山　

村　

真　

哉

第
2
期（
平
成
13
年
）

岩　

木　

賢　

一

鏡　

島　

一　

道

栗　

田　

和　

真

高　

橋　

一　

矩

冨　

田　

佳　

孝

春　

田　

尚　

紀

松　

井　

篤　

宏

望　

月　

宏　

剛

第
3
期（
平
成
14
年
）

鈴　

木　
　
　

悠

第
4
期（
平
成
15
年
）

押　

尾　

健　

宏

岸　

山　

賢　

人

黒　

田　

洋　

央

疋　

田　

圭　

佑

平　

野　

恒　

生

宮　

本　

貴　

喜

第
5
期（
平
成
16
年
）

大　

巾　

宜　

秀

齋　

藤　

慎　

生

田　

中　
　
　

満

中　

川　

裕
佳
子

第
6
期（
平
成
17
年
）

寺　

尾　
　
　

太

橋
ケ
谷　

友　

梨

第
7
期（
平
成
18
年
）

櫻　

井　

壮　

憲

橋　

口　

卓　

真

米　

津　

佳　

佑

第
8
期（
平
成
19
年
）

小　

澤　
　
　

慎

薩　

川　

祐　

輝

竹　

下　

昌　

宏

出　

倉　
　
　

光

中　

村　

直　

斗

第
9
期（
平
成
20
年
）

庵
谷（
安
納
）弘
奈

岡　

田　

智　

哉

柴　

田　

有　

貴

中　

村　

克　

也

堀　

川　

大　

吾

第
10
期（
平
成
21
年
）

伊　

藤　

諒　

介

尾　

澤　

史　

哉

大　

石　

奈　

波

佐　

塚　

莉　

子

鈴　

木　

諒　

真

堀　

川　

達　

也

三　

原　

大　

知

第
11
期（
平
成
22
年
）

小　

澤　

克　

成

尾　

﨑　
　
　

開

大　

川　

賢　

祐

加　

藤　

雄　

太

梶　

川　

浩　

輝

佐　

野　

正　

典

清　

水　

博　

紀

繁
田　

イ
ェ
ナ
ウ
ン
チ
ョ
ウ

中　

山　

翔　

太

長　

澤　

光　

佑

宮　

下　

博　

樹

山　

本　

紗
矢
香

第
12
期（
平
成
23
年
）

安　

納　

礼　

奈

上　

山　

葉　

澄

尾　

澤　

由　

紀

岡　

庭　

悠　

人

澤　

野　

有
太
郎

陣　

内　

瑞　

生

長　

澤　

亜
紗
実

正　

木　

法　

成

第
13
期（
平
成
24
年
）

朝　

原　

照　

高

井　

出　

沙　

織

浦　

田　

裕
美
子

遠　

藤　

寛　

太

遠　

藤　
　
　

齊

岡　

崎　
　
　

舜

加　

田　

み
な
み

工　

藤　

貴　

弘

近　

藤　

祐　

市

薩　

川　

竜　

輝

篠　

原　

健　

寿

杉　

本　

太　

輝

田　

中　

祐　

衣

成　

瀨　
　
　

仁

弘　

中　

誠　

也

深　

澤　

啓　

人

藤　

井　

俊　

輔

堀　

川　

郁　

美

松　

永　
　
　

学

望　

月　

椋　

太

山　

本　

大　

貴

維
持
費
協
力
者
一
覧

維
持
費
協
力
者
一
覧

　2012年度  東海大学付属翔洋高等学校同窓会  決算書　
2013年３月31日

収入の部
科　　目 決算額 備　　　　　考

会 費 1,960,986 ３年生入会金1,470,000（245名×6,000円）
会費490,986円

雑 収 入 14,421 園遊会売上金、普通預金利息等
前年度繰越金 10,517,779
合 計 12,493,186

支出の部
科　　目 決算額 備　　　　　考

事 務 費 55,114 文具代、アルバム代、フィルムカバー代
会 議 費 281,350 同窓会総会、役員会等
交 通 費 142,800 連合同窓会総会交通費補助、連合同窓会会長会交通費
通 信 費 498,710 切手・はがき代、会報発送費
印 刷 費 465,574 会報印刷費
補 助 費 100,000 全国高校ラグビーフットボール大会出場激励費
広 報 費 104,000 連合同窓会広報誌費、新聞掲載広告料、番組制作補助

事 業 費 415,491 園遊会経費、みこし運営補助費、建学祭経費、卒業記
念品等

慶 弔 費 29,558 生花

諸 会 費 303,000 連合同窓会年会費・参加費、園遊会分担金、新年祝賀
会分担金・参加費

寄 付 金 0
雑 費 6,345 振込手数料他
次年度繰越金 10,091,244

合 計 12,493,186
〈スルガ銀行清水三保支店　普通預金　No.1442120〉

会計帳簿、証憑等を精査した結果、正確かつ妥当であると認めます。

　　　　　　　　2013年５月24日

　　　　　　　　　　　会計監査

　　　　　　　　　　　会計監査

し
た
時
、
自
分
の
助
け
に
な
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

中
学
・
高
校
の
学
校
生
活
、
特
に
部
活
を
と
も
に

過
ご
し
て
き
た
友
人
と
は
一
生
の
友
人
に
な
る
こ

と
が
多
い
と
い
い
ま
す
。
ま
だ
高
校
を
卒
業
し
て

か
ら
五
年
位
し
か
経
っ
て
い
ま
せ
ん
が
『
青
春
時

代
』
を
共
に
過
ご
し
た
友
人
と
は
今
で
も
仕
事
が

終
わ
っ
て
か
ら
や
休
み
の
日
に
会
っ
た
り
し
て
近

況
報
告
を
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
父
の
も
と
「
興
津
ハ
リ
キ
ュ
ウ
セ

ン
タ
ー
」
に
勤
め
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
仕
事
で
も

辛
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
学
生
時
代
に
得
た
経

験
を
生
か
し
、
恩
師
の
先
生
方
や
友
人
達
の
お
か

げ
も
あ
っ
て
仕
事
に
も
メ
リ
ハ
リ
を
も
っ
て
楽
し

く
、充
実
し
た
生
活
が
で
き
て
い
ま
す
。今
後
と
も
、

修
業
に
励
み
腕
を
上
げ
仕
事
を
通
じ
皆
さ
ま
の
健

康
維
持
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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で
行
い
ま
し
た
。「
富
士
見

荘
」か
ら
見
る
富
士
山
は

７
月
の
た
め
シ
ル
エ
ッ
ト

に
霞
が
か
か
っ
た
状
態
で

し
た
が
素
晴
ら
し
い
雄
姿

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。夜

は
高
校
時
代
の
古
墳
発
掘

や
夏
合
宿
の
話
題
で
盛
り

上
が
り
楽
し
い
一
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

Ｏ
Ｂ
会
員
の
年
齢
も
、

知
ら
な
い
内
に
高
齢
化
？
…

　

元
気
・
気
力
・
体
力
の
続
く
限
り
、今
後
も
宿
泊
を

兼
ね
た
研
修
旅
行
を
計
画
し
て
行
く
所
存
で
す
。

同
窓
会
報
告

同
窓
会
報
告

工
業
高
校
考
古
学
研
究
部

　
　
　

OB
会
研
修
旅
行
報
告

�

　

久
保
田　

正
男（
工
業
高
校
機
械
科
11
期
）

　

７
月
６
日
・
７
日
に
大
瀬
崎
大
瀬
神
社
及
び
大

瀬
の
神
池
の
参
拝
と
見
学
を
目
的
に
考
古
学
研
究

部
Ｏ
Ｂ
会
研
修
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。当
初
の
予

定
で
は
10
名
程
の
参
加
者
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た

が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
６
名
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。会
場
は
前
回
と
同
様
に
㈱
木
内
建
設
に
勤

務
し
て
い
る
西
ヶ
谷
君（
11
期
）の
ご
尽
力
に
よ
り

借
用
し
た
沼
津
市
西
浦
江
梨
に
あ
る「
富
士
見
荘
」

同
窓
会
報
告

同
窓
会
報
告

連
合
同
窓
会
総
会
報
告

�

　

山
田　

芳
平（
同
窓
会
事
務
局
）

　

第
38
回
東
海
大
学
高
等
学
校
連
合
同
窓
会
総

会
は
望
星
高
校
・
高
輪
台
高
校
が
幹
事
校
で
、

９
月
14
日（
土
）に
栃
木
県
鬼
怒
川
ホ
テ
ル
三
日

月
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。14
日
は
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
と

羽
田
空
港
に
そ
れ
ぞ
れ
集
合
し
、
望
星
学
塾
に
向

か
っ
た
が
首
都
高
速
が
渋
滞
し
た
為
予
定
時
間

よ
り
だ
い
ぶ
遅
れ
て
の
到
着
と
な
っ
た
。

　

望
星
学
塾
は
東
海
大

学
の
思
想
の
原
点
と
な

る
塾
で
施
設
の
説
明
を

受
け
た
後
、
望
星
学
塾

記
念
館
や
松
前
重
義
記

念
館
を
見
学
し
た
。
そ

の
後
、
望
星
学
塾
副
塾

長
の
橋
本
敏
明
先
生
の

講
演
で
松
前
重
義
先
生

の
青
少
年
教
育
に
か
け
る
熱
き
思
い
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。そ
の
後
、
鬼
怒
川
の
ホ
テ
ル
三
日

月
に
向
か
っ
た
。

　

総
会
は
新
た
に
大
阪
の
仰
星
高
校
同
窓
会
も

加
わ
り
、
事
業
報
告
で
は
40
周
年
に
向
け
て
、「
各

校
の
歴
史
を
後
世
に
伝

え
る
」「
松
前
先
生
を
知

る
」を
テ
ー
マ
に
準
備

を
進
め
る
と
い
う
事
で

あ
っ
た
。ま
た
、
次
回
の

幹
事
校
は
第
三
高
校
と

報
告
が
あ
り
、
両
角
武

晴
会
長
よ
り「
温
泉
も

た
く
さ
ん
あ
り
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
の
で
大

本
山
先
生
を
迎
え
て
の
同
窓
会

前
田　

安
緒（
工
業
高
校
電
気
科
６
期
）

　

九
月
十
六
日
、本
山
克
行
先
生
と
三
年
二
組
の
卒

業
生
十
一
名
が
静
岡
で
、実
に
四
十
六
年
ぶ
り
の
同

窓
会
を
開
き
ま
し
た
。先
生
は
七
年
間
工
業
高
校
で

教
鞭
を
と
り
、そ
の
後
は
故
郷
熊
本
の
東
海
大
学
付

属
第
二
高
校
で
定
年
ま
で
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。卒
業

生
は
す
で
に
六
十
五
歳
と
な
り
年
金
受
給
者
が
い

る
一
方
で
ま
だ
現

役
で
働
い
て
い
る

人
も
い
ま
し
た
。懐

か
し
い
顔
が
揃
っ

た
同
窓
会
は
、
先
生

と
の
語
ら
い
や
昔

話
で
本
当
に
楽
し

い
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
、
再
会
を
約
束

し
て
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

勢
の
方
に
参
加
し

て
欲
し
い
」と
挨

拶
が
あ
っ
た
。

総
会
後
は
内
木
文

英
先
生
の「
東
海

大
学
を
想
う
」を

演
題
に
講
演
が
あ

り
、「
松
前
先
生
と

の
つ
な
が
り
や
教

育
の
世
界
と
の
関

わ
り
が
あ
っ
た
の

で
こ
こ
ま
で
や
っ

て
こ
れ
た
」と
話

さ
れ
た
。そ
の
後

懇
親
会
に
移
り
、

各
同
窓
会
と
の
交

友
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

翌
日
は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
た
が
予
定
を

早
め
、
世
界
文
化
遺
産
に
構
成
さ
れ
て
い
る
、
日

光
二
荒
山
神
社
・
日
光
東
照
宮
・
日
光
山
輪
王
寺

の
二
社
一
寺
の
観
光
に
出
か
け
た
。日
光
を
離
れ

る
こ
ろ
は
雨
も
上
が
り
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
と
羽
田
空

港
に
分
か
れ
解
散
し
た
。

翔洋高校三期生同窓会のご案内同窓会名簿発行のお知らせ
　このたび、皆様とともに東海大学付属翔洋高等学校2002年３月卒業同
窓生有志一同で「学年全クラス同窓会」を企画させていただくこととなり
ました。
　卒業してからの長いときを語らうにはいささか短い時間ではあります
が、生涯思い出となる、そんな素敵なひとときになれば幸いです。ぜひ
ともお誘い合わせの上ご参加を賜りますよう心からお願い申し上げます。

このたび、５年ぶりに同窓会名簿を発行いたします。
４月に名簿作成用の確認はがきをお送りいたしますのでご
確認のうえご返信賜りますようお願い申し上げます。

お 願 い
学年（クラス）名簿、クラブ名簿、支部名簿等をお持ちの方
は同窓会事務局宛てお送りください。（ご返却が必要な場合
はその旨ご記入ください）

● 発行予定日　平成27年１月
● 名簿価格　　5,900円（送料・税込み）
※名簿作成の作業は前回同様㈱サラトに委託します。

（http://www.salat.co.jp）
日　　時　　2014 年 1 月 3 日（金）　 
会　　場　　ホテルアソシア静岡　３階駿府Ⅰ 
住　　所　　静岡市葵区黒金町 56 
会　　費　　8,000 円　 
受付開始　　17 時 30 分　開宴 18 時 　 
発 起 人　　伏見　優　
　　　　　　清水　容子


